
 

 

調査№５ 

調査内容 

ロシアに隕石が落下し、大きな被害を及ぼしましたが、名古屋にも隕石が落ちたことがあるのでし

ょうか？ 

調査結果 

名古屋にも隕石が落下したことがありました。 

落下した隕石を囲む人々の様子が尾張名所図会の付録である『小治田之真清水』に描かれています。

寛永 9（1632）年 8月 14日に落下した隕石は、「星石」と呼ばれ、文政 12（1829）年に南区にある

喚続（よびつぎ）神社に寄進されました。昭和 51（1976）年 8月 15日の国立科学博物館の鑑定に

より、落下年代の明白な隕石としては日本最古となり、「南野隕石」と命名されました。 

しかし、わずか 3年後には、貞観 3（861）年 4月 7日に福岡県直方市に隕石が落下していたこと

がわかり・・・、現在は 2番目に古い隕石となっています。 
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